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日
本
古
写
一
切
経
諸
本
の
相
互
関
係
に
関
す
る
事
例
研
究

―
〈
阿
闍
世
王
経
〉漢
訳
二
種
を
対
象
と
し
て

―*

宮
崎
　
展
昌

一
、
は
じ
め
に
―
問
題
の
所
在
―

本
邦
で
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
、
と
り
わ
け
、
奈
良
時
代
の
天
平
期
、
並
び
に
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
中
世
初
期
、

と
い
っ
た
二
つ
の
時
期
を
最
盛
期
と
し
て
、
数
多
く
の
一
切
経
が
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
伝
わ
り
、
そ
の
一
部
が
現
存
す
る
。
そ
の
よ
う
な

日
本
に
伝
来
す
る
写
本
一
切
経
群
は
、
漢
語
大
蔵
経
を
研
究
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
以
前
よ
り
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、
そ

れ
ら
に
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
従
来
は
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
研
究
は
限
定
的
に
し
か
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
よ
り
聖
語
蔵
経
巻
が
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
形
で
公
開
さ
れ）

1
（

、
ま
た
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

の
日
本
古
写
経
研
究
所
の
活
動
な
ど
も
あ
り）

2
（

、
日
本
で
書
写
さ
れ
、
伝
存
す
る
写
本
一
切
経
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
比
較
的
容
易
に
な
っ
て
き

た
こ
と
で
、
近
年
、
日
本
古
写
一
切
経
を
対
象
と
し
た
文
献
学
的
な
研
究
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

日
本
で
書
写
さ
れ
た
写
本
一
切
経
諸
本
で
も
中
世
以
降
に
書
写
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
来
歴
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
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た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
か
つ
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
資
料
と
み
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
も
検
証
す

る
と
お
り
、
基
本
的
に
は
、
中
世
以
降
の
写
本
一
切
経
で
あ
っ
て
も
、
奈
良
朝
、
天
平
期
に
書
写
さ
れ
た
一
切
経
の
系
譜
を
受
け
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
現
存
諸
本
同
士
の
相
互
関

係
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、〈
阿
闍
世
王
経
〉
の
漢
訳
二
種
、
支
婁
迦
讖

（
支
讖
）
訳
『
阿
闍
世
王
経
』（
大
正
蔵
六
二
六
番
）
お
よ
び
竺
法
護
訳
『
普
超
三
昧
経
』（
大
正
蔵
六
二
七
番
）
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
ら
に
関

し
て
、
日
本
古
写
一
切
経
諸
本
の
間
で
共
有
さ
れ
る
異
読
の
共
有
関
係
を
も
と
に
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
試

み
る
。
本
稿
で
の
結
論
を
先
取
り
し
て
お
く
と
、
竺
法
護
訳
に
つ
い
て
は
、
今
回
扱
っ
た
日
本
古
写
一
切
経
諸
本
の
相
互
関
係
を
あ
る
程

度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
一
方
、
支
讖
訳
に
つ
い
て
は
、
諸
本
の
相
互
関
係
を
具
体
的
に
明
ら
か
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。

⑴
本
稿
で
用
い
る
日
本
古
写
一
切
経
諸
本
資
料

支
讖
訳
と
竺
法
護
訳
に
つ
い
て
、
諸
本
で
共
有
さ
れ
る
異
読
に
関
す
る
具
体
的
な
検
討
に
移
る
前
に
、
本
稿
で
扱
う
日
本
古
写
一
切
経

諸
本
資
料
に
つ
い
て
、
両
漢
訳
経
典
そ
れ
ぞ
れ
に
関
し
て
概
観
す
る
。
以
下
、
諸
本
資
料
の
冒
頭
に
は
本
稿
で
用
い
る
略
号
を
付
す
。

A
支
婁
迦
讖
訳
﹃
阿
闍
世
王
経
﹄
諸
本
資
料

支
讖
訳
『
阿
闍
世
王
経
』
は
、
後
漢
代
の
二
世
紀
後
半
の
訳
出
と
さ
れ
、〈
阿
闍
世
王
経
〉
現
存
諸
本
の
中
で
最
も
古
い
。
本
稿
で
は
、

以
下
の
六
種
の
写
本
一
切
経
所
収
の
支
讖
訳
を
用
い
る
。
な
お
、
支
讖
訳
は
、
い
ず
れ
の
一
切
経
、
大
蔵
経
諸
本
で
も
二
巻
構
成
で
あ
る
。

聖
　
五
月
一
日
経
…
光
明
皇
后
発
願
に
よ
る
一
切
経
で
あ
り
、
巻
末
に
は
「
天
平
十
二
年
五
月
一
日
記
」
と
す
る
願
文
が
付
さ
れ
る
こ

と
か
ら
「
五
月
一
日
経
」
と
通
称
さ
れ
る
。
聖
語
蔵
経
巻
と
し
て
約
七
百
五
十
巻
が
伝
わ
る
。
本
経
に
つ
い
て
は
、
巻
上
が
聖

語
蔵
経
巻
、
巻
下
は
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
本
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
伝
存
す
る
。
知
恩
院
蔵
「
天
平
年
間
写
経
生
日
記
」
の
記
述
か
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ら
、
天
平
十
四
（
七
四
二
）
年
に
書
写
生
の
呉
原
生
人
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る）

3
（

。

中
　
金
銀
字
交
書
一
切
経
（
中
尊
寺
経
、
清
衡
経
）
…
奥
州
藤
原
氏
初
代
・
藤
原
清
衡
発
願
の
紺
紙
装
飾
一
切
経
で
あ
り
、
永
久
五
（
一
一

一
七
）
年
ご
ろ
か
ら
天
治
三
（
一
一
二
六
）
年
に
か
け
て
制
作
し
た
と
さ
れ
る
。
本
経
も
そ
れ
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
み
ら

れ
る
。
現
在
は
、
同
一
切
経
の
大
部
分
で
あ
る
四
千
三
百
巻
ほ
ど
は
高
野
山
金
剛
峯
寺
に
所
蔵
さ
れ
、
そ
れ
ら
全
巻
を
撮
影
し

た
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
が
京
都
国
立
博
物
館
に
保
管
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
紙
焼
き
資
料
を
用
い
る）

4
（

。

石
　
石
山
寺
一
切
経
…
本
経
の
巻
上
に
は
「
久
安
四
（
一
一
四
九
）
年
臘
月
」
と
思
し
き
奥
書
が
見
ら
れ
、
巻
下
に
は
「
久
安
五
（
一
一

四
八
）
年
」
と
い
う
別
筆
と
み
ら
れ
る
奥
書
が
見
え）

5
（

、
同
一
切
経
の
大
半
を
整
備
し
た
念
西
が
活
躍
し
た
時
期
（
一
一
四
八
〜
一

一
五
七
年
ご
ろ
）
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る）

6
（

。
同
一
切
経
は
元
来
巻
子
本
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
尊
賢
（
一
七
四

九
〜
一
八
二
九
）
に
よ
っ
て
補
修
さ
れ
た
際
に
折
帖
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。

門
　
大
門
寺
一
切
経
…
同
一
切
経
の
大
部
分
は
、
現
在
、
西
方
寺
（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
）
に
所
蔵
さ
れ
、「
西
方
寺
一
切
経
」
と
も
呼
ば

れ
る
。
本
稿
で
利
用
す
る
の
は
、
日
本
古
写
経
研
究
所
で
公
開
さ
れ
て
い
る
、
巷
間
に
流
出
し
た
百
巻
ほ
ど
の
一
部
と
み
ら
れ

る
本
経
巻
下
を
用
い
る
。
そ
の
奥
書
に
は
「
仁
平
二
（
一
一
五
二
）
年
三
月
十
七
日
」
と
あ
り
、
同
一
切
経
中
の
平
安
後
期
書
写

本
を
ま
と
め
た
経
尊
が
活
躍
し
た
時
期
（
一
一
五
〇
〜
一
一
五
六
年
ご
ろ
）
に
書
写
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

興
　
興
聖
寺
一
切
経
…
元
は
丹
波
に
て
書
写
さ
れ
た
「
西
楽
寺
一
切
経
」
を
母
体
と
す
る
一
切
経
で
あ
り
、
海
住
山
寺
を
経
て
、
現
在

の
所
蔵
先
で
あ
る
興
聖
寺
（
京
都
市
上
京
区
）
に
買
い
取
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
初
期
に
折
帖
に
改
装
・
補
修
さ
れ
て
い
る
。
本
経

二
巻
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
書
に
は
「
一
校
了
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
、
同
一
切
経
の
大
部
分
が
書
写
さ
れ
た
、
長

寛
元
（
一
一
六
三
）
年
か
ら
嘉
応
元
（
一
一
六
九
）
年
に
書
写
さ
れ
た
経
巻
と
見
ら
れ
る）

7
（

。

七 

　
七
寺
一
切
経
…
尾
張
・
美
濃
に
お
い
て
、
承
安
五
（
一
一
七
五
）
年
か
ら
治
承
四
（
一
一
八
〇
）
年
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
一
切
経
で

あ
り
、
現
在
、
七
寺
に
は
四
九
五
四
巻
が
伝
わ
る）

8
（

。
本
経
の
巻
下
の
奥
書
に
は
「
安
元
二
（
一
一
七
七
）
年
十
二
月
十
日
書
冩
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畢
」
の
記
載
が
確
認
で
き
、
本
経
の
大
部
分
が
整
備
さ
れ
た
時
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
日
本
古
写

経
研
究
所
で
撮
影
し
た
画
像
を
利
用
す
る）

9
（

。

B
竺
法
護
訳
﹃
普
超
三
昧
経
﹄
諸
本
資
料

竺
法
護
訳
『
普
超
三
昧
経
』（
以
下
『
普
超
経
』
と
略
称
）
は
、
三
世
紀
後
半
の
訳
出
で
あ
り
、〈
阿
闍
世
王
経
〉
現
存
諸
本
中
で
は
支
讖
訳

に
次
い
で
二
番
目
に
古
い
翻
訳
で
あ
る
。
同
経
は
、
江
南
諸
蔵
で
は
四
巻
本
構
成
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
外
の
版
本
大
蔵
経
諸
本
や

今
回
扱
う
写
本
一
切
経
諸
本
で
は
三
巻
本
構
成
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
巻
数
構
成
の
違
い
か
ら
も
、
江
南
諸
蔵
で
の
四
巻
本
と
そ
れ
以
外

の
大
蔵
経
・
一
切
経
諸
本
で
の
三
巻
本
で
は
、
伝
承
系
統
が
大
き
く
異
な
る
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
て
、
拙
稿
で
も
そ
の
こ
と
は
論
じ
た）

10
（

。

以
下
、
本
稿
で
扱
う
日
本
古
写
一
切
経
五
種
に
収
め
ら
れ
る
『
普
超
経
』
に
つ
い
て
紹
介
す
る
が
、
一
切
経
諸
本
の
来
歴
等
に
つ
い
て

は
先
の
支
讖
訳
で
も
示
し
た
の
で
以
下
で
は
割
愛
す
る
。

聖
　
聖
語
蔵
経
巻
所
収
「
唐
経
」
…
聖
語
蔵
経
巻
の
う
ち
「
唐
経
」
に
分
類
さ
れ
る
。
同
経
巻
は
、
本
邦
で
書
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
唐
土
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
舶
来
の
経
巻
と
考
え
ら
れ
、
押
さ
れ
て
い
る
「
東
大
寺
印
」
の
印
影
か
ら
は
、
八
世
紀
後
半
ま

で
に
東
大
寺
に
施
入
さ
れ
た
経
巻
と
推
測
で
き
る）

11
（

。

中
　
金
銀
字
交
書
一
切
経
（
中
尊
寺
経
、
清
衡
経
）
…
支
讖
訳
同
様
、
奥
書
等
は
な
い
が
、
永
久
五
（
一
一
一
七
）
年
ご
ろ
か
ら
天
治
三

（
一
一
二
六
）
年
の
間
に
書
写
さ
れ
た
経
巻
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
巻
上
の
み
、
銀
字
の
み
で
書
写
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る）

12
（

。

支
讖
訳
同
様
、
京
都
国
立
博
物
館
保
管
の
金
剛
峯
寺
所
蔵
本
を
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
紙
焼
き
資
料
を
利
用
す
る
。

石
　
石
山
寺
一
切
経
…
巻
下
の
奥
書
に
「
久
安
四
（
一
一
四
八
）
年
十
二
月
一
日
書
写
了
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
の
支
讖
訳
同
様
、
念

西
に
よ
っ
て
同
一
切
経
が
整
備
さ
れ
た
時
期
に
書
写
さ
れ
た
経
巻
と
推
測
で
き
る）

13
（

。
三
巻
と
も
折
帖
に
改
装
。

興 

　
興
聖
寺
一
切
経
…
支
讖
訳
同
様
、
各
巻
奥
書
に
は
「
一
校
了
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
同
一
切
経
の
大
部
分
が
書
写
さ
れ
た
長
寛
元
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（
一
一
六
三
）
年
か
ら
嘉
応
元
（
一
一
六
九
）
年
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る）

14
（

。
三
巻
と
も
折
帖
に
改
装
。

七 
　
七
寺
一
切
経
…
巻
上
お
よ
び
巻
中
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
書
に
は
「
一
校
了　

永
藝
」、
巻
下
の
奥
書
に
は
「
一
校
了　

榮
俊
」
と
あ
る
。

両
名
は
同
一
切
経
の
書
写
事
業
の
中
心
的
な
人
物
で
あ
り
、
同
一
切
経
が
整
備
さ
れ
た
承
安
五
（
一
一
七
五
）
年
か
ら
治
承
四

（
一
一
八
〇
）
年
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
経
巻
と
み
ら
れ
る）

15
（

。
さ
ら
に
、
各
巻
の
奥
書
に
は
「
又
以
勝
本
一
校
了
」
と
い
う
別
筆

の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
詳
述
す
る
。
支
讖
訳
同
様
、
日
本
古
写
経
研
究
所
で
撮
影
し
た
資
料
を
用
い
る
。

な
お
、
名
取
新
宮
寺
一
切
経
に
は
『
普
超
経
』
の
巻
下
の
み
が
伝
存
し
、
そ
の
画
像
を
筆
者
は
入
手
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
検
討
対

象
と
は
し
な
い）

16
（

。

⑵
本
稿
の
目
的
と
方
法

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
〈
阿
闍
世
王
経
〉
の
漢
訳
二
種
、
支
讖
訳
『
阿
闍
世
王
経
』
お
よ
び
竺
法
護
訳
『
普
超
三
昧
経
』
に

関
し
て
、
現
存
す
る
大
蔵
経
諸
本
間
の
異
読
の
共
有
関
係
に
つ
い
て
調
査
、
検
討
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
日
本
に
伝
存
す
る
写
本
一
切

経
諸
本
の
相
互
関
係
を
探
る
事
例
研
究
を
試
み
る
。
そ
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
右
に
掲
げ
た
よ
う
な
日
本
古
写
一
切
経
諸
本
が
主
た
る

検
討
対
象
に
な
る
が
、
同
じ
よ
う
に
、
版
本
大
蔵
経
諸
本
に
み
ら
れ
る
異
読
に
つ
い
て
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
な
く
、

本
稿
末
尾
に
掲
げ
る
版
本
大
蔵
経
諸
本
に
つ
い
て
も
、
影
印
本
や
実
際
の
版
本
画
像
に
実
際
に
あ
た
る
な
ど
し
て
調
査
対
象
と
し
た
。

以
下
で
は
、
ま
ず
、
竺
法
護
訳
『
普
超
経
』
に
つ
い
て
検
討
し
、
つ
い
で
、
支
讖
訳
『
阿
闍
世
王
経
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
い
ず
れ

も
諸
本
間
で
共
有
さ
れ
る
異
読
に
関
す
る
調
査
・
分
析
に
も
と
づ
い
て
、
主
た
る
調
査
対
象
と
し
た
日
本
に
伝
存
す
る
写
本
一
切
経
諸
本

の
相
互
関
係
を
探
る
。
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二
、
竺
法
護
訳
『
普
超
三
昧
経
』
に
関
す
る
検
討

⑴
日
本
古
写
一
切
経
諸
本
か
ら
な
る
一
群
―
聖
語
蔵
経
巻
本
を
祖
型
あ
る
い
は
そ
の
一
部
と
す
る
グ
ル
ー
プ

ま
ず
、
本
節
で
扱
う
『
普
超
経
』
を
含
む
、
日
本
古
写
一
切
経
五
種
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
異
読
の
共
有
関
係

か
ら
も
み
て
と
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
日
本
古
写
一
切
経
諸
本
が
一
群
を
構
成
す
る
こ
と
は
容
易
に
推
定
可
能
だ
が
、
異
読
の
共
有
関

係
か
ら
も
そ
れ
が
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
は
一
定
の
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う）

17
（

。
以
下
の
用
例
に
お
い
て
、
日
五
と
す
る

の
は
、
前
節
で
も
説
明
し
た
、
本
経
を
含
む
、
日
本
古
写
一
切
経
五
種
を
指
す
。

《
第
一
章
》

▪
（
大
正
四
〇
六
下
）
諸
議
告
菩
薩
／
諸
告

議
菩
薩 

三 

磧 

洪 

北
／
諸
議
吉
菩

薩 

日
五 

毘

▪
（
大
四
〇
七
中
）
無
難
鎧
無
罣
礙 

大
正

＝
再
／
無
罣
礙 

初
／
無
礙 

日
五
／

無
難
鎧
無
礙 

房  

／
無
饐
礙 

三 

毘 

磧 

洪 

北

▪
（
大
正
四
〇
八
上
）
一
法
味
／
一
切
味 

日
五
／
一
味
法 

房  

▪
（
大
正
四
〇
九
上
〜
中
）
其
翫
習
者
即
謂

報
応
…
其
翫
習
者
即
謂
我
所
…
其
翫

習
者
即
謂
慳
貪
…
其
翫
習
者
即
謂
犯

戒
／
日
五 

房
＝
い
ず
れ
の
「
即
」

も
欠

《
第
二
章
》

▪
（
大
正
四
一
〇
下
）
不
失
本
無
／
不
失
本

源 

日
五 

房

《
第
三
章
》

▪
（
大
正
四
一
一
中
）
倏
忽
超
過
／
儵
忽
超

過 

日
五

▪
（
大
正
四
一
三
中
）
各
心
念
言
／
心
各
念

言 

聖 

興 

七 

中
／
心
名
念
言
石

▪
（
大
正
四
一
三
中
）
如
如
來
所
讃
称
／
如

來
所
讃
称 

日
五

《
第
四
章
》

▪
（
大
正
四
一
三
下
）
清
澄
無
垢
／
澄
清
無

垢 

日
五

▪
（
大
正 

四
一
四
中
）
阿
難
律
／
阿
那
律 

日
五
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《
第
五
章
》

▪
（
大
正
四
一
四
下
）
邪
支
／
邪
友 

三 

毘 
磧 
洪 
北
／
邪
反 

日
五 

房

▪
（
大
正
四
一
五
上
）
晝
夜
憂
悸
／
晝
夜
之

憂
悸 

初 

日
五

▪
（
大
正
四
一
六
上
）
求
塵
労
者
／
求
塵
労 

日
五 

房

《
第
六
章
》

▪
（
大
正
四
一
八
上
）
有
所
説
法
菩
薩 

三 

毘 

磧 

洪 

北
／
諸
所
説
法
菩
薩 

大
正
＝
再 

房
／
者
所
説
法
菩
薩 

初 

日
五

▪
（
大
正
四
一
八
上
）
菩
薩
學
／
日
五
（
欠
）

《
第
八
章
》

▪
（
大
正
四
一
八
下
）
而
無
断
絶
／
無
而
断

絶 

初 

日
五

▪
（
大
正
四
一
八
下
）
入
於
空
無
所
遊
相
故

／
入
於
空
法
無
所
遊
相
故 

日
五
／

入
於
空
法
所
遊
相
故 

初

▪
（
大
正
四
一
八
下
）
是
故
名
曰
／
故
名
曰 

初 

日
五

《
第
九
章
》

▪
（
大
正
四
一
九
中
）
途
路
／
塗
路 

三 

毘 

磧
／
径
路 

日
五 

房

▪
（
大
正
四
二
〇
下
）
名
常
名
聞
／
名
聞 

初 

日
五

▪
（
大
正
四
二
〇
下
）
離
聞
首
今
現
在
／
離

聞
今
現
在 

初
／
離
聞
今
首
現
在 

日
五
／
離
聞
首
今
者
現
在 

房

▪
（
大
正
四
二
〇
下
）
二
萬
三
千
／
二
萬
二

千 

日
五 

毘

▪
（
大
正
四
二
〇
下
）
齎
香
著
諸
菩
薩 

再  

房
／
齎
諸
著
菩
薩 

思 
／
齎
諸
香
菩

薩 

毘 

普  

磧 

洪 

北
／
齎
著
諸
菩
薩 

初 

日
五

▪
（
大
正
四
二
〇
下
）
鉢
處
虚
空 

三 

毘 

洪 

北
／
鉢
處
虚
無 

大
正
＝
再 

初
／
鉢

處
處
無  

日
五
／
鉢
處
處
住 

房

《
第
十
章
》

▪
（
大
正
四
二
一
上
）
無
有
行
者
／
初 

日
五
（
欠
）

▪
（
大
正
四
一
二
中
）
無
帰
趣
／
無
趣 

初 

日
五

▪
（
大
正
四
二
一
中
）
無
欺
妄
／
欺
妄 

初 

日
五

▪
（
大
正
四
二
一
中
）
本
際
故
／
本
際 

日
五

▪
（
大
正
四
二
二
中
）
即
以
手
持
／
即
巴
手

持 

聖  

興  

中  

石 

／
即
已
手
持 

七 

▪
（
大
正
四
二
二
中
）
不
從
度
塵
法
者
／
不

從
塵
度
法
者 

初 

日
五

▪
（
大
正
四
二
三
上
）
以
衣
著
其
身
上
／
著
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其
身
上 

初 

日
五

▪
（
大
正
四
二
三
中
）
如
無
所
見
／
如
所
見  

初 
日
五

▪
（
大
正
四
二
三
中
）
復
見
衆
會
者
／
復
見

衆
會 

初 
日
五

▪
（
大
正
四
二
三
下
）
目
前
所
見
／
前
目
所

見 

初 

日
五

▪
（
大
正
四
二
三
下
）
察
見
／
見
察 

初 

日
五

▪
（
大
正
四
二
三
下
）
無
所
得
／
無
得 
初 

日
五

▪
（
大
正
四
二
三
下
）
無
有
実
者
／
無
而
有

実 

三 

毘 

磧 

洪 

北
／
而
無
有
実 

日
五

《
第
十
一
章
》

▪
（
大
正
四
二
四
下
）
勿
云
吾
我
／
勿
云
吾

身 

初 

日
五

▪
（
大
正
四
二
五
上
）
得
受
法
教
／
得
天
法

教 

初 

日
五

▪
（
大
正
四
二
五
中
）
泥
洹
對
曰
／
泥
洹
曰

對
曰 

聖  

七  

中  

石 

／
泥
洹
自
對
曰 

興 

▪
（
大
正
四
二
五
中
）
若
茲
等
倫
／
若
斯
等

倫 

日
五

▪
（
大
正
四
二
五
下
）
又
白
仏
言
／
又
白
仏 

日
五

▪
（
大
正
四
二
五
下
）
除
疑
／
於
疑 

三 

毘 

磧 

洪 

北
／
疑 

日
五

▪
（
大
正
四
二
六
上
）
行
如
仏
者
／
行
如
仏 

日
五

《
第
十
二
章
》

▪
（
大
正
四
二
六
中
）
曀
㷿
徊
／
曀
焰
迴  

三 

毘 

磧 

洪 

北
／
曀
焰
煙 

聖  

七  

中  

石  

房  

／
曀
㷔
㷔 

興 

▪
（
大
正
四
二
六
中
）
蒸
黎
元
／
䒱
黎
元 

思 

／
丞
黎
元 

毘
／
安
隱
烝
黎
元 
普 

磧 

洪 

北 

嘉
／
承
黎
光 

日
五
／
拯

黎
元 

房  

▪
（
大
正
四
二
六
中
）
煕
欣
笑
／
煕
笑
欣 

日
五

▪
（
大
正
四
二
六
中
）
寧
見
／
寧
見
有 

初 

日
五

▪
（
大
正
四
二
六
下
）
得
爲
無
上
正
真
道
／

為
無
上
正
真
道 

初 

日
五 

毘
／
法
爲

無
上
正
真
道 

思 

▪
（
大
正
四
二
六
下
）
無
有
虚
空
／
無
有
空

虚 

日
五

▪
（
大
正
四
二
七
上
）
比
之
起
塔
／
比
於
起

塔 

日
五

▪
（
大
正
四
二
七
上
）
乃
得
閑
居
／
得
閑
居 

初 

日
五

《
第
十
三
章
》

▪
（
大
正
四
二
七
下
）
阿
須
倫
降
／
阿
須
降

伏 

日
五
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右
の
よ
う
に
、
多
数
共
有
さ
れ
る
異
読
か
ら
は
、『
普
超
経
』
を
含
む
、
日
本
古
写
一
切
経
五
種
は
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
版
本
大
蔵
経
諸
本
の
う
ち
、
高
麗
蔵
初
雕
本
が
、
聖
語
蔵
経
巻
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
古
写
一
切
経
諸
本

と
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
拙
稿
﹇
二
〇
一
九
﹈
で
も
示
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
右
の
諸
例
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。

本
経
『
普
超
経
』
の
聖
語
蔵
経
巻
本
は
「
唐
経
」
に
分
類
さ
れ
、
舶
来
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
同
本
と
他
の
四
種
が
系
統
を
同

じ
く
す
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
舶
来
本
で
あ
り
、
他
本
よ
り
大
幅
に
先
行
す
る
聖
語
蔵
経
巻
本
が
、
他
の
日
本
古
写
一
切
経

四
種
の
祖
型
（archetype

）
、
あ
る
い
は
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
か
ね
て
よ
り
落
合
俊
典
先
生
ら

が
指
摘
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
本
邦
で
、
中
世
初
期
に
書
写
さ
れ
た
写
本
一
切
経
諸
本
が
、
基
本
的
に
は
奈
良
時
代
の
天
平
期
前
後
に

制
作
さ
れ
た
写
本
一
切
経
群
の
系
譜
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る
事
例
の
ひ
と
つ
と
な
る
。

⑵
中
尊
寺
経
と
七
寺
本
の
関
係

次
に
、
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
日
本
古
写
一
切
経
五
種
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
に
つ
い

て
具
体
的
に
検
討
す
る
。
五
種
の
う
ち
で
、
中
尊
寺
経
と
七
寺
本
の
二
種
の
写
本
一
切
経
の
間
で
、
次
に
示
す
よ
う
な
異
読
を
一
定
数
共

有
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
間
に
近
接
関
係
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

▪
（
大
正
四
二
七
下
）
諷
誦
読
／
諷
読
誦 

日
五

▪
（
大
正
四
二
七
下
）
洗
除
／
沈
吟 

日
五 

房   

毘

▪
（
大
正
四
二
八
上
）
諸
法
眼
浄
／
得
法
眼

浄 

北 

嘉
／
諸
比
丘
得
法
眼
浄 

日
五

▪
（
大
正
四
二
八
上
）
精
修
／
精
進
修
道 

初 

日
五
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《
第
一
章
》

▪
（
大
正
四
〇
七
上
）
無
所
歆
慕
／
無
所
欽

慕 
三 
毘 

磧 

洪 

北
／
無
所
歌
慕 

中  

七 

▪
（
大
正
四
〇
七
下
）
分
別
衆
／
分
別
衆
生 

中  

七 

▪
（
大
正
四
〇
九
上
）
諸
正
士
及
天
子
曰
／

正
士
及
天
子
曰 

中  
七 （
七 
「
諸
」
挿

入
）

▪
（
大
正
四
〇
九
上
）
其
翫
習
者
是
謂
爲
内

／
其
翫
習
者
者
是
謂
為
内 

中  

七 
／

是
謂
為
内 

初

《
第
三
章
》

▪
（
大
正
四
一
一
上
）
鉢
即
下
没
／
鉢
即
下

設 

中  

七 

▪
（
大
正
四
一
一
中
）
当
成
正
覚
／
成
正
覚 

中  

七 （
七 

「
当
」
挿
入
）

▪
（
大
正
四
一
一
下
）
不
起
座
／
不
趣
座 

中  

七 （
七 

「
趣
」
↓
「
起
」）

▪
（
大
正
四
一
一
下
）
光
明
各
各
／
光
明
各 

中  

七 （
七 

「
各
」
↓
「
各
各
」）

《
第
五
章
》

▪
（
大
正
四
一
五
中
）
濡
首
童
真
／
濡
童
真 

中  

七 

／
䎡
首
童
真 

初 

／
傳
首
童
真 

石 

▪
（
大
正
四
一
五
中
）
亦
無
所
受
／
亦
所
受 

中  

七 （
七 

「
無
」
挿
入
）

《
第
六
章
》

▪
（
大
正
四
一
六
中
）
向
者
説
之
／
向
者
就

之 
中  
七 

▪
（
大
正
四
一
六
中
）
統
御
諸
法
／
繞
御
諸

法 

思  

毘
／
経
御
諸
法 

中  

七 

／
焼

御
諸
法 

石 

《
第
七
章
》

▪
（
大
正
四
一
八
上
）
得
解
脱
／
徳
解
脱 

聖  

興  

石 （
＝
中  

七  

得
解
脱
）／
解
脱 

初

《
第
十
章
》

▪
（
大
正
四
二
一
上
）
設
令
／
設
合 

中  

七 

▪
（
大
正
四
二
三
上
）
無
有
脱
／
無
有
勝  

中  

七 （
七 

「
勝
」
↓
「
脱
」）

▪
（
大
正
四
二
三
上
）
無
所
得
誼
／
無
所
得

證 

中  

七 

▪
（
大
正
四
二
四
上
）
道
無
有
道
／
無
有
道 

中  

七 

《
第
十
一
章
》

▪
（
大
正
四
二
四
中
）
如
仏
所
教
／
仏
所
教 

中  

七 （
七 

「
如
」
挿
入
）

▪
（
大
正
四
二
四
中
）
不
可
解
了
／
不
解
了 

中  

七 （
七 

「
可
」
挿
入
）

▪
（
大
正
四
二
四
下
）
溥
首
／
縛
首 

中  

七 

（
七
「
縛
」
↓
「
溥
」）
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七
寺
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
末
に
「
又
以
勝
本
一
校
了
」
と
別
筆
で
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
別
本
を
も
っ
て
校
正
さ
れ
た
記
録
が
残
さ
れ
、

実
際
、
右
の
諸
例
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
七
寺
本
と
中
尊
寺
経
で
の
み
共
有
さ
れ
る
読
み
に
つ
い
て
は
訂
正
さ
れ
た
痕
跡
が
複
数
認
め
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
別
本
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
る
よ
り
前
の
七
寺
本
お
よ
び
中
尊
寺
経
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た

と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る）

18
（

。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
ら
両
本
は
祖
型
を
共
有
し
て
い
た
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。

⑶
石
山
寺
本
に
み
る
版
本
大
蔵
経
（
=
開
宝
蔵
）
か
ら
の
影
響

『
普
超
経
』
を
含
む
日
本
古
写
一
切
経
五
種
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
と
お
り
、
中
尊
寺
経
と
七
寺
本
の
二
本
に
つ
い
て
は
、

共
有
す
る
異
読
か
ら
明
ら
か
な
近
接
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
他
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
近
接
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
現
時
点

で
は
で
き
て
い
な
い
。

一
方
、
石
山
寺
本
『
普
超
経
』
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
写
一
切
経
と
は
系
統
を
異
に
す
る
版
本
大
蔵
経
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

本
項
で
見
て
い
く
よ
う
な
異
読
の
共
有
関
係
か
ら
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
最
も
典
型
的
で
、
比
較
的
長
い
異
読
二
点
を
掲
げ
る
。

▪
《
第
五
章
》（
大
正
四
一
六
上
）「
答
曰
不
也
濡
首
曰
以
是
之
故
王
當
知
之
無
所
住
者
則
賢
聖
道
」／「
答
不
也
溥
首
曰
以
」 

聖  

中  

興  

七 

／「
答
是
之
故
王
當
知
之
無
所
住
者
則
賢
聖
道
王
不
也
溥
首
曰
以
」
石 （
＝
他
の
日
本
古
写
一
切
経
諸
本
で
は
欠
け
て
い
る
文
言
が

《
第
十
三
章
》

▪
（
大
正
四
二
七
下
）
入
斯
典
要
／
入
典
要 

中  
七 （
七
「
斯
」
挿
入
）
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誤
っ
た
箇
所
に
挿
入
）

▪
《
第
六
章
》（
大
正
四
一
六
下
）「
以
斯
本
淨
而
爲
人
演
五

」／
聖  

中  

興  

七  

で
は
欠
（
＝
石  

で
は
上
記
文
言
が
確
認
で
き
る
）

こ
の
二
つ
の
用
例
か
ら
、
石
山
寺
本
に
は
他
の
日
本
古
写
経
諸
本
に
欠
け
て
い
る
比
較
的
長
い
読
み
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
、
い
ず
れ

か
の
版
本
大
蔵
経
を
参
照
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
定
で
き
る
。
特
に
最
初
の
用
例
で
は
、
元
々
は
欠
け
て
い
た
十
五
文
字
を
誤
っ
た

箇
所
に
挿
入
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。

次
に
、
基
本
的
に
は
日
本
古
写
一
切
経
の
系
統
を
受
け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
石
山
寺
本
が
、
版
本
大
蔵
経
を
参
照
し
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
日
本
古
写
一
切
経
と
版
本
大
蔵
経
と
の
中
間
的
な
読
み
を
示
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
用
例
を
提
示
す
る
。

▪
《
第
五
章
》（
大
正
四
一
四
中
）
重
閣
棚
帳
／
重
閣
枰
帳 

初 

思  

毘
／
重
閣
枰
棚
帳 

石 

▪
《
第
五
章
》（
大
正
四
一
四
中
）
普
一
城
内 
聖  
中  

興  

七  

房   

三 

毘 

磧 

洪 

北
／
普
城
内
外 

大
正 

初 

再
／
普
一
城
内
外 

石 

▪
《
第
十
三
章
》（
大
正
四
二
八
上
）
無
衆
難
／
無
衆
艱 

聖  

興  

七 

／
無
衆
艱
難 

石 

右
の
用
例
の
、
最
初
と
二
番
目
の
用
例
に
注
目
す
る
と
、
石
山
寺
本
に
み
え
る
読
み
は
、
特
に
、
高
麗
蔵
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
版
本

大
蔵
経
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
推
測
で
き
る
。
同
時
に
、
石
山
寺
本
『
普
超
経
』
が
書
写
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
一
一
四
八
年
ま
で
に
日
本

で
参
照
可
能
で
あ
っ
た
版
本
大
蔵
経
は
、
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
高
麗
蔵
初
雕
本
の
底
本
と
さ
れ
た
開
宝
蔵
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ

る
か
ら）

19
（

、
石
山
寺
本
あ
る
い
は
そ
の
祖
本
は
開
宝
蔵
を
参
照
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

そ
の
他
、
石
山
寺
本
あ
る
い
は
そ
の
祖
本
が
、
版
本
大
蔵
経
、
す
な
わ
ち
、
開
宝
蔵
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
異
読
に
つ
い
て
掲

げ
て
お
く
。
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▪
《
第
三
章
》（
大
正
四
一
三
上
）
豈
異
人
乎
／
将
異
人
乎 

聖  

中  

興  

七  

毘
（
＝
石  

は
他
本
と
一
致
）

▪
《
第
七
章
》（
大
正
四
一
八
上
）
分
別
菩
薩
／
分
菩
薩 

聖  

中  

興  

七 （
＝
石  

は
他
本
と
一
致
）

▪
《
第
九
章
》（
大
正
四
二
〇
下
）
今
此
諸
鉢
／
念
此
諸
鉢 

聖  

中  

興  

七 （
＝
石  

は
他
本
と
一
致
） 

▪
《
第
十
章
》（
大
正
四
二
一
上
）
諸
仏
世
尊
／
諸
徳
世
尊 

聖  

中  

興  

七 （
＝
石  

は
他
本
と
一
致
）

▪
《
第
十
章
》（
大
正
四
二
一
中
）
諸
法
等
御
脱
故
故
／
諸
法
等
御
脱 

石  

三 

磧 

洪 

北
／
諸
法
等
仰
脱 

初

▪
《
第
十
章
》（
大
正
四
二
二
上
）
未
来
心
／
来
心 

聖  

中  

興  

七 （
＝
石  

は
他
本
と
一
致
）

▪
《
第
十
一
章
》（
大
正
四
二
五
中
）
誠
如
所
云
／
設
如
所
云 

聖  

中  

興  

七 （
＝
石  

は
他
本
と
一
致
）

▪
《
第
十
三
章
》（
大
正
四
二
八
上
）
斯
経
典
／
斯
典 

聖  

中  

興  

七  

毘 

三 

磧 

洪 

北
（
＝
石  

は
他
本
と
一
致
）

⑷
﹃
普
超
経
﹄
を
含
む
日
本
古
写
一
切
経
諸
本
の
相
互
関
係

以
上
、
前
項
ま
で
に
調
査
・
検
討
し
た
事
柄
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①　

今
回
調
査
し
た
『
普
超
経
』
を
含
む
日
本
古
写
一
切
経
五
種
に
つ
い
て
は
、
異
読
の
共
有
関
係
か
ら
も
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成

し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
そ
の
五
種
の
う
ち
、
と
り
わ
け
年
代
的
に
も
先
行
し
、
し
か
も
、
舶
来
の
経
巻
と
み
ら
れ
る

聖
語
蔵
経
巻
で
「
唐
経
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
は
、
他
本
の
祖
型
で
あ
っ
た
一
本
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

②　

日
本
古
写
一
切
経
五
種
の
う
ち
、
中
尊
寺
経
と
七
寺
本
の
両
本
の
間
に
明
確
な
近
接
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

③　

石
山
寺
一
切
経
本
に
つ
い
て
は
、
版
本
大
蔵
経
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
、
異
読
の
共
有
関
係
お
よ
び
同
本
の
書
写
年
代
と
の
兼
ね

合
い
か
ら
、
同
本
あ
る
い
は
そ
の
祖
本
は
開
宝
蔵
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
と
見
ら
れ
る
。

以
上
の
事
柄
を
踏
ま
え
、
本
節
で
の
検
討
の
ま
と
め
と
し
て
、『
普
超
経
』
に
関
し
て
、
他
の
版
本
大
蔵
経
諸
本
も
含
め
た
系
統
図
を
試
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み
に
描
い
て
み
る
と
図
一
の
と
お
り
で
あ
る
。
基
本
的
に
、
こ
の
よ
う
な
系
統
図
は
、

参
照
可
能
な
現
存
資
料
が
限
ら
れ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
仮
説
の
域
を
出
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

三
、
支
婁
迦
讖
訳
『
阿
闍
世
王
経
』
に
関
す
る
検
討

本
節
で
は
、
支
讖
訳
『
阿
闍
世
王
経
』（
以
下
「
支
讖
訳
」
と
略
称
）
に
つ
い
て
、
先

の
『
普
超
経
』
同
様
、
異
読
の
共
有
関
係
か
ら
探
る
こ
と
を
試
み
る
。
し
か
し
、
結

論
と
し
て
は
、
支
讖
訳
に
関
し
て
は
、
今
回
調
査
し
た
日
本
古
写
一
切
経
諸
本
が
一

つ
の
独
立
し
た
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
め
ら
れ
た
が
、『
普
超

経
』
で
み
た
よ
う
な
、
諸
本
間
の
近
接
関
係
や
諸
本
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
支
讖
訳
を
含
む
日
本
古
写
経
一
切
諸
本
が
多
数
の
異
読
を
共

有
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
ら
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
形
作
っ
て
い
る
こ
と
を

提
示
す
る
。
以
下
で
使
用
す
る 

日
六 

と
い
う
略
号
は
、
本
稿
で
調
査
対
象
と
し
た
、

支
讖
訳
を
含
む
六
種
の
日
本
古
写
一
切
経
で
あ
り
、
日
五 

と
い
う
の
は 

門 

を
除
い

た
五
種
で
あ
る
。
基
本
的
に
、
門 

を
欠
く
巻
上
で
は 

日
五
、
巻
下
（
第
六
章
途
中
以

降
）
で
は 

日
六 

と
な
る
。

図
一
　『
普
超
経
』
を
含
む
版
本
大
蔵
経
・
写
本

一
切
経
諸
本
の
系
統
図
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《
第
一
章
》

▪
（
大
正
三
八
九
上
）
薩
惒
波
陀
中
／
薩
和

波
陀 

三 

磧 

洪 

北
／
薩
波
陀 

日
五

▪
（
大
正
三
九
〇
下
）
如
薩
芸
若
所
作
／
如

薩
芸
若
若
所
作 

日
五

▪
（
大
正
三
九
一
上
）
其
身
不
離
／
其
身
不

難 

日
五

▪
（
大
正
三
九
一
中
）
無
所
不
入
／
無
所
不

今 

日
五

《
第
二
章
》

▪
（
大
正
三
九
二
上
）
何
以
故
／
所
何
以  

三
／
以
故 

日
五

▪
（
大
正
三
九
二
中
）
各
令
得
所
／
各
各
得

所 

日
五

《
第
三
章
》

▪
（
大
正
三
九
三
上
）
如
恒
辺
沙
／
如
恒
河

辺
沙 

日
五

▪
（
大
正
三
九
三
中
）
一
一
毛
放
百
億
千
光

明
／
一
一
毛
放
億
百
千
光
明 

日
五 

毘

▪
（
大
正
三
九
三
中
）
各
有
坐
菩
薩
／
各
者

坐
菩
薩 

聖  

興  

中  

石  

思  

毘
／
各
者

生
菩
薩 

七 

／
有
坐
菩
薩 

普  

磧 

洪 

北 

嘉

▪
（
大
正
三
九
三
中
）
各
各
自
見
／
各
各
相

見 

日
五

▪
（
大
正
三
九
三
中
）
沙
呵
刹
土
／
婆
呵
刹

土 

日
五

▪
（
大
正
三
九
三
下
）
今
為
汝
説
之
／
今
為

汝
就
之 

日
五

▪
（
大
正
三
九
四
上
）
便
前
而
住
／
便
前
而

信 

日
五

▪
（
大
正
三
九
四
中
）
其
時
兒
尊
者
／
其
時

尊
者 

日
五

▪
（
大
正
三
九
四
中
）
本
之
初
発
阿
耨
多
羅

／
本
之
功
徳
阿
耨
多
羅 

思  
毘
／
本

之
功
発
阿
耨
多
羅 

日
五

▪
（
大
正
三
九
四
中
）
在
母
腹
者
／
在
母
腹

中
者 

三 

毘 

磧 

洪 

北
／
在
母
腹 

日
五

《
第
四
章
》

▪
（
大
正
三
九
四
下
）整
衣
服
／
正
衣
服 

思  

毘
／
政
衣
服 

日
五

▪
（
大
正
三
九
四
下
）
便
報
謂
二
兒
／
報
謂

二
兒 

日
五

▪
（
大
正
三
九
五
上
）
仏
上
肩
昇
／
仏
肩
上

昇 

日
五

▪
（
大
正
三
九
五
中
）
其
欲
疾
般
泥
洹
者
／

其
欲
疾
泥
洹
者 

日
五

▪
（
大
正
三
九
五
中
）
用
無
盡
故
／
用
無
蓋

故 

日
五

▪
（
大
正
三
九
五
中
）
摩
訶
目
犍
連
／
摩
目

犍
連 

日
五
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《
第
五
章
》

▪
（
大
正
三
九
五
下
）
不
得
諸
法
根
本
／
不

得
説
法
根
本 

日
五

▪
（
大
正
三
九
六
中
）
衆
冥
晦
滅
／
衆
冥
悉

闢 

三 

毘 
磧 
洪 

北
／
衆
冥
悉
避 

日
五

▪
（
大
正
三
九
六
下
）
其
道
若
不
縁
戒
／
其

道
者
不
縁
戒 

日
五

▪
（
大
正
三
九
六
下
）
仏
謂
文
殊
師
利
／
仏

語
文
殊
師
利 

日
五

《
第
六
章
》

▪
（
大
正
三
九
七
上
）
欲
行
者
便
可
往
／
欲

行
者
便
往 

日
五

▪
（
大
正
三
九
七
中
）
用
薩
芸
若
故
／
用
菩

薩
故 

日
六

《
第
七
章
》

▪
（
大
正
三
九
八
上
）
若
脱
若
不
脱
／
若
不

脱 

日
六

▪
（
大
正
三
九
八
上
）
悉
持
薩
芸
若
心
／
悉

持
菩
薩
若
心 

日
六

《
第
八
章
》

▪
（
大
正
三
九
八
下
一
）
其
諦
亦
無
転
者
／

其
諦
亦
輪
者 

日
六

《
第
九
章
》

▪
（
大
正
三
九
九
中
）
交
路
俠
道
／
交
露
夾

道 

思  

毘
／
交
露
挾
道 

普 

磧 

洪 

北 
嘉
／
交
絡
挾
道 

日
六

《
第
十
章
》

▪
（
大
正
四
〇
〇
下
）
奇
哉
諸
法
／
欺
哉
諸

法 

日
六 

毘

▪
（
大
正
四
〇
一
上
）
本
無
自
然
／
無
本
自

然 

日
六

▪
（
大
正
四
〇
一
下
）
而
我
受
是
物
／
我
而

受
是
物 

日
六 

思  

毘

▪
（
大
正
四
〇
二
上
）
亦
不
習
／
亦
不
集  

日
六

《
第
十
一
章
》

▪
（
大
正
四
〇
三
上
）
殺
父
母
者
便
自
陳
説

／
殺
父
母
者
便
自
説 

聖  

七  

興  

石  

門 

／
殺
父
母
者
便
白
説 

中 

▪
（
大
正
四
〇
三
中
）
我
罪
尚
可
行
／
我
罪

尚
可 

日
六

▪
（
大
正
四
〇
四
中
）
聞
甚
深
法
／
聞
其
深

法 

日
六

《
第
十
二
章
》

▪
（
大
正
四
〇
五
上
）
諸
餘
菩
薩
悉
皆
言
／

諸
飯
菩
薩
悉
皆
言 

日
六

▪
（
大
正
四
〇
五
中
）
三
十
三
天
持
施
／
三

十
二
天
持
施 

日
六

▪
（
大
正
四
〇
五
中
）
解
心
本
清
浄
／
解
心
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右
で
示
し
た
よ
う
に
、
日
本
古
写
一
切
経
五
種
あ
る
い
は
六
種
で
共
通
す
る
異
読
が
多
数
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
支
讖
訳
に
つ
い
て

も
、
今
回
調
査
対
象
と
し
た
日
本
古
写
一
切
経
諸
本
は
一
つ
の
独
立
し
た
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

ら
の
う
ち
、
最
も
先
行
す
る
聖
語
蔵
経
巻
に
も
含
ま
れ
る
五
月
一
日
経
は
、
そ
れ
ら
の
祖
型
に
最
も
近
い
現
存
本
と
推
定
で
き
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
ら
日
本
古
写
一
切
経
諸
本
相
互
の
近
接
関
係
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
す

な
わ
ち
、
諸
本
間
の
異
読
関
係
か
ら
は
、
そ
れ
ら
の
近
接
関
係
を
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
版
本
大
蔵
経
諸
種
と
日
本
古

写
一
切
経
諸
本
の
間
で
も
、
同
様
に
、
何
か
ら
の
相
互
関
係
、
近
接
関
係
を
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い）

20
（

。

四
、
ま
と
め
に
か
え
て

以
上
、〈
阿
闍
世
王
経
〉
の
漢
訳
二
種
に
つ
い
て
、
日
本
古
写
一
切
経
諸
本
に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
探
る
こ

と
を
試
み
た
。
両
漢
訳
と
も
、
日
本
古
写
一
切
経
諸
本
が
一
つ
の
独
立
し
た
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
、
異
読
の
共
有
関
係
か

ら
確
か
め
ら
れ
た
。

竺
法
護
訳
『
普
超
経
』
に
関
し
て
は
、
日
本
古
写
一
切
経
諸
本
の
う
ち
、
中
尊
寺
経
と
七
寺
本
の
間
に
近
接
関
係
が
確
か
め
ら
れ
、
そ

れ
ら
の
祖
本
を
共
有
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
経
の
石
山
寺
本
に
つ
い
て
は
、
版
本
大
蔵
経
の
う
ち
、
開
宝
蔵
か
ら

影
響
を
受
け
た
と
見
ら
れ
る
痕
跡
が
確
か
め
ら
れ
た
。
以
上
の
事
柄
を
踏
ま
え
て
、
図
一
で
示
し
た
よ
う
な
、
諸
本
の
系
統
図
を
描
く
こ

本
事
浄 

普 

磧 

洪 

北 

明
／
解
心
本

浄
事 

日
六 

毘

▪
（
大
正
四
〇
五
下
）
汝
所
至
奉
行
／
汝
所

奉
行 
日
六

▪
（
大
正
四
〇
五
下
）
当
久
在
閻
浮
利
／
当

各
在
閻
浮
利 

日
六

《
第
十
三
章
》

▪
（
大
正
四
〇
六
中
）
已
為
逮
法
／
已
為
還

法 

日
六 

毘
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と
が
で
き
た
。

一
方
、
支
讖
訳
『
阿
闍
世
王
経
』
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
写
一
切
経
諸
本
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
明
確
な
も
の
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
現
存
す
る
資
料
が
限
ら
れ
る
中
で
、
そ
れ
ら
諸
本
間
の
近
接
関
係
が
明
確
に
な
ら
な
い
こ
と
は
十
分
に
起
こ
り
う
る
こ

と
で
あ
り
、『
普
超
経
』
の
よ
う
に
明
確
な
近
接
関
係
が
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
方
が
稀
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
本
稿
で
扱
っ
た
両
経
の
諸
本
資
料
は
、
一
部
の
資
料
を
除
い
て
は
、
本
邦
で
書
写
さ
れ
た
経
巻
群
で
あ
り
、
各
写
本
一
切
経
の

一
部
と
し
て
書
写
さ
れ
た
事
情
も
共
通
し
て
い
る
の
に
、
対
照
的
な
結
果
に
な
っ
た
の
は
、
な
ん
ら
か
の
事
情
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
両
経
に
見
ら
れ
る
翻
訳
上
の
特
徴
・
特
性
な
ど
が
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ

れ
ら
を
十
分
に
論
証
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
難
し
く
、
こ
こ
で
は
、
共
通
す
る
写
本
一
切
経
の
諸
本
資
料
を
扱
っ
て
も
、
本
稿
で
扱
っ

た
両
経
の
よ
う
に
、
相
互
関
係
が
明
確
に
わ
か
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

と
も
か
く
、
日
本
に
伝
存
す
る
写
本
一
切
経
諸
本
に
つ
い
て
は
、
そ
の
相
互
関
係
や
他
の
版
本
大
蔵
経
と
の
具
体
的
な
関
係
な
ど
は
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
稿
で
も
試
み
た
よ
う
に
、
個
別
の
典
籍
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
解
明

を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

【
版
本
大
蔵
経　

略
号
一
覧
お
よ
び
参
照
資
料
】（
特
に
断
り
の
な
い
場
合
は
本
稿
で
扱
う
両
訳
と
も
に
伝
存
す
る
）

大
正　

大
正
新
脩
大
蔵
経
…
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（https://21dzk.l.u-to

毘o.ac.jp/SAT/

）
を
利
用
。

初　
　

高
麗
蔵
初
雕
本
…
『
高
麗
大
蔵
経
初
刻
本
輯
刊
』（
域
外
漢
籍
珍
本
文
庫
編
纂
出
版
委
員
會
編
、
西
南
師
範
大
學
出
版
社
・
人
民
出
版

社
、
二
〇
一
二
年
）
。
※
竺
法
護
訳
の
み
が
伝
存
し
、
支
讖
訳
は
伝
存
し
な
い
。

再　
　

高
麗
蔵
再
雕
本
…
『
高
麗
大
蔵
経
』（
東
国
大
学
校
発
行
、
一
九
五
七
〜
一
九
七
八
年
）

房  　
　

房
山
石
経
…
『
房
山
石
經
』（
中
国
仏
教
協
会
・
中
国
仏
教
図
書
文
物
館
編
、
華
夏
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
。
※
竺
法
護
訳
の
み
が
伝
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存
し
、
支
讖
訳
は
伝
存
し
な
い
。

毘　
　

福
州
・
開
元
寺
版
（
毘
盧
蔵
と
も
、
宮
内
庁
所
蔵
本
）
…
「
宮
内
庁
書
陵
部
収
蔵
漢
籍
集
覧
」
所
収
「
大
蔵
経
」
の
画
像
デ
ー
タ

（http://db.sido.keio.ac.jp/kanseki/T_bib_body.php?no=007075

、
二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
六
日
確
認
）
を
利
用
。

思 　
　

宋
・
思
渓
蔵
（
増
上
寺
蔵
本
）

普 　
　

元
・
普
寧
寺
蔵
（
増
上
寺
蔵
本

）
21
（

）

嘉　
　

明
・
嘉
興
蔵
（
万
暦
版
）
…
「
東
京
大
学
総
合
図
書
館　

万
暦
版
大
蔵
経
（
嘉
興
蔵
）
デ
ジ
タ
ル
版
」（https://dzkim

gs.l.u-tokyo.

ac.jp/kkz/
、
二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
六
日
確
認
）
を
利
用
。

三　
　

右
記
思  

普  

嘉
の
三
本

磧　
　

磧
砂
蔵
…
『
磧
砂
大
蔵
経
』（
中
国
线
装
书
局
、
二
〇
〇
五
年
）

洪　
　

洪
武
南
蔵
…
『
洪
武
南
蔵
』（
四
川
省
佛
教
協
會
、
一
九
九
九
年
）

北　
　

永
楽
北
蔵
…
台
湾
大
学
仏
教
研
究
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
永
楽
北
蔵
」
影
印
版
（http://buddhism

.lib.ntu.

edu.tw
/sutra/chinese/index.jsp#B

、
二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
六
日
確
認
）
を
利
用
。

（
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費16K

16694

お
よ
び20H

01185

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
）

注
記

＊
 

本
稿
は
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
七
十
一
回
学
術
大
会
（
令
和
二
年
七
月
四
〜
五
日
、
創
価
大
学
主
催
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
に
て
、

口
頭
発
表
し
た
内
容
に
も
と
づ
く
。
同
学
会
誌
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
十
九
巻
に
は
、
英
語
論
文“R

elationships am
ong 

the O
ld M

anuscript C
ollections of B

uddhist Scriptures Preserved in Japan: Focusing on the Puchao sanm
ei jing 

普
超
三
昧

経, D
harm

arakṣa’s version of the *Ajātaśatrukaukṛtyavinodana”

を
投
稿
し
て
い
る
。
同
論
文
で
は
、
紙
数
の
関
係
も
あ
っ
て
、
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竺
法
護
訳
『
普
超
三
昧
経
』
に
関
す
る
検
討
部
分
の
み
し
か
扱
え
ず
、
ま
た
、
掲
げ
る
用
例
の
一
部
を
割
愛
せ
ざ
る
を
な
か
っ
た

の
で
、
本
稿
は
そ
の
拡
大
日
本
語
版
と
し
て
提
示
す
る
。

（
1
） 
丸
善
雄
松
堂
「
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
所
蔵　

聖
語
蔵
経
巻
」（
二
〇
〇
〇
年
〜
）

（
2
） 
同
研
究
所
で
は
「
日
本
古
写
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（https://koshakyo-database.icabs.ac.jp

、
二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
六
日
確
認
）
を
公

開
し
、
金
剛
寺
一
切
経
、
七
寺
一
切
経
、
興
聖
寺
一
切
経
の
公
開
済
画
像
デ
ー
タ
が
同
大
学
図
書
館
で
閲
覧
・
印
刷
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

（
3
） 

聖
語
蔵
経
巻
所
収
の
『
阿
闍
世
王
経
』『
普
超
経
』
の
画
像
に
つ
い
て
は
、
注
一
で
も
触
れ
た
「
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
所
蔵　

聖
語
蔵
経
巻
」（
丸
善
雄
松
堂
、
二
〇
〇
〇
年
〜
）
を
利
用
す
る
。
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
の
五
月
一
日
経
『
阿
闍
世
王
経
』
巻
下

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
同
博
物
館
の
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
（https://im

agedb.narahaku.go.jp/000453-000-000.

htm
l

、
二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
六
日
確
認
）
。
ま
た
、
知
恩
院
蔵
「
天
平
年
間
写
経
生
日
記
」
に
つ
い
て
は
、
図
録
『
奈
良
国
立
博

物
館
の
名
宝
―
一
世
紀
の
軌
跡
』（
一
二
三
頁
）
に
収
録
さ
れ
た
写
真
に
当
該
の
項
目
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） 

金
剛
峯
寺
蔵
中
尊
寺
経
に
つ
い
て
は
、
上
山
春
平
編
『
金
剛
峯
寺
蔵
中
尊
寺
経
を
中
心
と
し
た
中
尊
寺
経
に
関
す
る
総
合
的
研

究
』（
一
九
九
〇
年
）
参
照
。
中
尊
寺
経
所
収
『
阿
闍
世
王
経
』『
普
超
経
』
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
高
野
山
霊
宝
館
を
と
お
し

て
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
よ
り
閲
覧
・
調
査
の
許
可
を
い
た
だ
き
、
京
都
国
立
博
物
館
か
ら
も
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
で
、
貴
重

な
一
切
経
の
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
記
し
て
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
。

（
5
） 

石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
編
『
石
山
寺
の
研
究　

一
切
経
篇
』（
法
蔵
館
、
一
九
七
八
年
）
二
一
八
〜
二
一
九
頁
参
照
。
た
だ
し
、

同
書
で
は
巻
上
の
奥
書
の
年
代
は
判
読
不
能
と
す
る
が
、
筆
者
が
入
手
し
た
画
像
か
ら
は
「
四
」
の
一
部
と
思
し
き
筆
画
が
み

え
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
推
定
し
て
お
き
た
い
。

（
6
） 

石
山
寺
一
切
経
所
収
の
『
阿
闍
世
王
経
』『
普
超
経
』
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
石
山
寺
よ
り
閲
覧
・
調
査
の
許
可
を
い
た
だ
き
、
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同
寺
綜
合
調
査
団
の
協
力
も
あ
っ
て
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
よ
り
画
像
の
提
供
を
受
け
て
、
詳
細
な
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
こ
に
記
し
て
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
。

（
7
） 
興
聖
寺
一
切
経
に
つ
い
て
は
、
京
都
府
教
育
委
員
会
編
『
興
聖
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
』（
一
九
九
八
年
）
が
詳
し
い
。
同
一
切

経
所
収
の
『
阿
闍
世
王
経
』『
普
超
経
』
の
調
査
・
閲
覧
・
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
二
〇
一
六
年
当
時
、
同
寺
住
職
で
あ
っ
た
長

門
玄
晃
師
よ
り
特
別
に
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
。

（
8
） 

七
寺
一
切
経
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
、「
七
寺
一
切
経　

書
誌
情
報
一
覧
（
一
）
―
仮
五
函
―
」（『
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究

紀
要
』
第
四
号
、
二
〇
一
九
年
）
で
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
一
切
経
に
残
さ
れ
た
奥
書
を
も
と
に
推
測
さ
れ
る
年
代
と
す
る
。

（
9
） 

七
寺
一
切
経
に
つ
い
て
は
、
七
寺
一
切
経
保
存
会
編
『
尾
張
史
料　

七
寺
一
切
経
』（
一
九
六
八
年
）
が
詳
し
い
。
同
一
切
経
所

収
の
『
阿
闍
世
王
経
』『
普
超
経
』
の
調
査
・
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
同
一
切
経
を
継
続
的
に
調
査
さ
れ
て
い
る
国
際
仏
教
学
大

学
院
大
学
の
落
合
俊
典
先
生
の
ご
厚
情
も
あ
っ
て
、
日
本
古
写
経
研
究
所
で
撮
影
し
た
画
像
を
早
い
段
階
か
ら
用
い
て
調
査
を

行
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
。

（
10
） 『
普
超
経
』
三
巻
本
と
江
南
諸
蔵
所
収
の
同
四
巻
本
で
は
系
統
が
異
な
る
こ
と
が
、
異
読
の
共
有
関
係
の
上
か
ら
も
確
か
め
ら

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
竺
法
護
訳
『
普
超
三
昧
経
』
の
日
本
古
写
経
三
種
と
版
本
大
蔵
経
諸
本
の
関
係
に
つ
い
て
」

（『
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
四
号
、
二
〇
一
九
年
）
で
論
じ
て
お
い
た
。

（
11
） 「
東
大
寺
印
」
に
つ
い
て
は
、
田
中
史
生
「「
東
大
寺
印
」
と
「
造
東
寺
印
」
―
正
倉
院
文
書
の
分
析
か
ら
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
研
究
報
告
』
第
七
九
集
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。
ま
た
、
聖
語
蔵
経
巻
本
『
普
超
経
』
に
見
ら
れ
る
特
徴
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
高
麗
大
蔵
経
初
雕
本
所
収
の
『
普
超
三
昧
経
』
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
十
五
巻
一
号
、
二
〇
一
六
年
）
に
ま
と
め

て
お
い
た
。

（
12
） 

上
山
春
平
編
『
金
剛
峯
寺
蔵
中
尊
寺
経
を
中
心
と
し
た
中
尊
寺
経
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』（
一
九
九
〇
年
）
七
五
頁
参
照
。
な
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お
、
筆
者
が
入
手
・
調
査
し
た
紙
焼
き
で
は
グ
レ
ー
ス
ケ
ー
ル
の
た
め
、
金
字
か
銀
字
か
の
判
別
は
つ
き
づ
ら
い
。

（
13
） 

石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
編
『
石
山
寺
の
研
究　

一
切
経
篇
』（
法
蔵
館
、
一
九
七
八
年
）
二
一
八
頁
参
照
。

（
14
） 
京
都
府
教
育
委
員
会
編
『
興
聖
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
』（
一
九
九
八
年
）
一
〇
六
頁
参
照
。
同
書
で
は
平
安
期
書
写
と
す
る
。

（
15
） 
七
寺
一
切
経
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
注
八
参
照
。

（
16
） 

東
北
歴
史
資
料
館
編
『
名
取
新
宮
寺
一
切
経
調
査
報
告
書
』（
一
九
八
一
年
）
七
八
頁
参
照
。
同
書
で
は
鎌
倉
期
の
書
写
と
す
る
。

（
17
） 

以
下
、『
普
超
経
』
お
よ
び
『
阿
闍
世
王
経
』
で
の
異
読
の
用
例
を
掲
げ
る
際
に
示
す
章
番
号
は
、『
普
超
経
』
に
み
ら
れ
る

「
品ほ
ん

」
に
も
と
づ
く
。
ま
た
、
両
経
で
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
大
正
蔵
の
頁
数
と
段
の
み
し
か
示
さ
な
い
が
、
巻
数
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
、
両
経
が
含
ま
れ
る
第
十
五
巻
で
あ
る
。

（
18
） 

七
寺
本
が
校
正
に
用
い
た
「
勝
本
」
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
七
寺
本
や
中
尊
寺
経
、
石
山
寺
本

の
系
統
と
は
異
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
今
回
調
査
し
た
諸
本
に
限
っ
て
言
う
と
、
興
聖
寺
本
と
近
い
系
統
の
本
を
参
照
し

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
19
） 

大
塚
紀
弘
著
『
日
宋
貿
易
と
仏
教
文
化
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）
所
収
「
宋
版
一
切
経
の
輸
入
と
受
容
」
に
よ
れ
ば
、
鳥

羽
殿
の
北
殿
・
勝
光
明
院
の
経
蔵
が
保
延
二
（
一
一
三
六
）
年
ま
で
に
は
完
成
し
、
そ
こ
に
福
州
版
が
置
か
れ
た
と
推
測
す
る
。

た
だ
し
、
そ
の
他
の
福
州
版
や
思
渓
蔵
と
い
っ
た
宋
版
一
切
経
は
、
久
安
四
（
一
一
四
八
）
年
以
降
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
同

論
で
は
見
て
い
る
。

（
20
） 

こ
こ
で
異
読
の
共
有
関
係
に
つ
い
て
、
実
際
に
用
例
を
掲
げ
て
検
討
し
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
既
に
、
そ
れ
ら
か
ら
明

確
な
相
互
関
係
を
読
み
取
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
は
判
明
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
こ
と
は
控
え
て

お
き
た
い
。

（
21
） 

増
上
寺
蔵
の
思
渓
蔵
お
よ
び
普
寧
寺
蔵
を
閲
覧
・
調
査
で
き
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
大
本
山
増
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上
寺
、
な
ら
び
に
、
浄
土
宗
綜
合
研
究
所
の
柴
田
泰
山
師
の
ご
厚
情
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
こ
に
記
し
て
衷
心
よ
り
謝

意
を
表
す
る
。

（
み
や
ざ
き　

て
ん
し
ょ
う
・
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
専
任
研
究
員
（
准
教
授
））


